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中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計

中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ
2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200
ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・
大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイル
の暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するな
ど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つ
のビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持
つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビ
ジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて
更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・
商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍ
からのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRAD
OSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどの
パブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに
配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成し
た音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化
が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。
撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）

第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
江副　敏史（えぞえ・さとし）
1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社
現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京

都工芸繊維大学非常勤講師

勝山　太郎（かつやま・たろう）
1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建

設計入社
現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長

多喜　茂（たき・しげる）
1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設

計入社
現　 在 同社設計部門 主管

小畑　香（こはた・かおり）
2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
構造・設備設計協力：㈱竹中工務店
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市北区中

之島3丁目2番4号
主要用途：事務所/ホテル/飲食

店舗/物販店舗/美
術館/集会場 他

竣　　工：2017年3月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階
敷地面積：8,377.84㎡
建築面積：6,106.48㎡
延床面積：151,146.45㎡
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。
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INFORMATION

改正建築士業務報酬基準説明会
2/20・2/22　CPD2単位

建築士事務所の開設者がその業務に関して請
求することのできる報酬の基準（国土交通省告
示第15号）改正に伴う説明会を開催致します。
日程・会場・定員
　2/20（水）  大阪国際交流センター  300名
　2/22（金）  大阪国際会議場　　　300名
　（定員に達し次第締切）
時間　14：00～16：00
受講料　無料

シニアサロン第66回－専門医に学ぼう編－
貴方の腎臓は大丈夫??!
2/21

腎臓について、日頃疑問に思っていることを、栗
原先生が解りやすく説明してくださいます。
日時　2月21日（木）　15：30～17：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　栗原陽次郎医師
定員　50名
参加費　会員1,000円　会員外 1,500円
懇親会参加費　5,500円

平成30年度大阪府ヘリテージマネージャー
ステップアップ講座第2回
歴史的建造物の構造についての考
察と村野藤吾作品見学 in 関西大学
3/9　CPD4単位

関西大学内の村野藤吾作品を見学し、歴史的
建造物の構造についての材料実験を西澤研
究室で拝見します。
日時　3月9日（土）　13：00～17：00
　　　受付12：30 より
会場　関西大学
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員・大阪府ヘリテージマネージャー
　　　　育成講座受講生 500 円
　　　　会員外1,000円
村野藤吾作品見学と解説（関西大学構内）
講師　関西大学准教授　橋寺知子
歴史的建造物の構造について（西澤研究室にて）
講師　関西大学教授　西澤英和
見学会終了後懇親会を行います。（希望者のみ）
　場所　GB's CAFÉ AREA1
　費用　2,500円（予定）

材木屋さんの話／吉野サロン見学
3/9　CPD4単位（予定）

地域委員会建築士の会南河内では和風住宅
建築についての講習会を開催します。吉野の
材木屋さんのお話を聞いて、木造住宅の新た
な発見と可能性を学びます。
日時　3月9日（土）　10：00～15：00　
集合、受付　近鉄南大阪線　吉野神宮駅　
行程　阪口製材（吉野サロン）、金峰山寺等散策
定員　30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

豊中市木造住宅等除却費補助制度

豊中市では、庄内・豊南町地区の木造住宅等
の除却費の補助を実施しています。
対象となる建物　昭和56年5月31日以前に建

築された木造の建築物
制度運用期間（予定）
　平成30年4月2日（月）～平成31年3月29日（金）
その他、補助率、補助限度額、対象となる区
域、申し込みの詳細については、豊中市のホー
ムページで「除却費補助」と検索してください。

関西住環デザインレビュー2019
第3回関西住環境系学科合同講
評会2019
2/16

「関西住環デザインレビュー」は、関西圏の住
環境系の学生が、作品発表を通して互いに刺
激し合い自己研鑽に励む場であると共に、教員
が時代の要請に応える新しい住環境教育の構
築に向けて計画・設計教育方法を検討する場
です。講評会の具体的な対象は、学部二年生
後期の集合住宅の設計課題です。各大学の
専任教員だけでなく、非常勤講師として教育に
携わる建築家の方々にも賛同をいただき、ゲスト
ジュリーとして参画いただきます。
主催　関西住環境系学科合同講評会実行委員会
日時　2月16日（土）  13：00～17：30（予定）
会場　奈良女子大学記念館 2F 講堂 
　　　奈良市北魚屋西町
観覧料　無料
ゲストジュリー（参加予定）
　赤木　隆　㈱日建設計
　梅原　悟　UME architects
　星田逸郎　㈱星田逸郎空間都市研究所
　橋口新一郎　㈱橋口建築研究所
　白須寛規　design SU 一級建築士事務所
　三宅正浩　㈱y+M design office
　岸　研一　㈱岸研一建築設計事務所
　加藤亜矢子　ムトカ建築事務所
ジュリー（参加予定・専任教員）
　久冨敏明　摂南大学理工学部
　稲地秀介　摂南大学理工学部
　榊　　愛　摂南大学理工学部
　大橋　巧　摂南大学理工学部
　大場　修　京都府立大学生命環境学部
　河合慎介　京都府立大学生命環境学部
　松下大輔　大阪市立大学生命科学部
　小伊藤亜希子　大阪市立大学生命科学部
　藤田盟児　奈良女子大学生活環境学部
　長田直之　奈良女子大学生活環境学部
　室崎千恵　奈良女子大学生活環境学部
問合　奈良女子大学　長田直之
　　　nagata@cc.nara-wu.ac.jp

「柳澤孝彦+TAK建築研究所の仕事」
講演及び堺市民芸術文化ホール

「フェニーチェ堺」見学
～劇場設計の振り返りと2,000席の大ホール
　新しいSACAYの文化の始まり～
4/19　CPD3単位（予定）

今年秋、2,000席の大ホールを備えた堺市民
芸術文化ホール「フェニーチェ堺」がグランド
オープンします。そこで、設計者の「柳澤孝彦
+TAK建築研究所の仕事」講演と堺市芸術文
化ホール「フェニーチェ堺」見学を行います。な
お、施工者の大成建設㈱からの説明もあります。
日時　4月19日（金）　13：00～16：30
集合　12：45（時間厳守）
　　　堺市役所本庁本館地下大会議室
講演及び見学
　テーマ　劇場設計の振り返りと2,000席の大

ホール新しいSACAYの文化の始まり
　講師　柳澤孝彦+TAK建築研究所
　　　　　代表取締役　篠田　隆
　　　　大成建設㈱関西支店
　　　　　作業所長　福島浩介
　　　　設計者及び施工者等による施設案
　　　　内説明
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員2,000円　会員外3,000円　
　　　　（資料代含む）

大阪市老朽住宅建替え・解体費補
助制度

○建替え：古いアパートや長屋等を集合住宅に
建替える場合、建替建設費等を補助します。
また、「特に優先的な取り組みが必要な密集
住宅市街地（優先地区）において、隣地を売
買で取得して戸建住宅へ建替える場合、設
計費等を補助します。

○解体：優先地区において、幅員4m未満の道
路に面する昭和25年以前建築の木造住宅
を解体する場合、解体費を補助します。

※重点整備エリアでは要件緩和あり
■大阪市ブロック塀等撤去費補助制度

道路等に面した一定の高さ以上のブロック
塀等の撤去費、撤去後に新設する軽量フェ
ンス等の設置費を補助します。補助限度額
は撤去20万円、新設30万円（2019年度
以降は撤去15万円、新設25万円）。補助率
は2/3（2019年度以降は1/2）。

問合　大阪市都市整備局耐震・密集市街地整備
　　　Tel.06-6882-7053

地域委員会（北摂）・国際委員会・シニアサロ
ン・ヘリテージ委員会合同企画
竹中大工道具館見学
3/16　CPD3単位

ヘリテージを支えてきた伝統的な大工道具の
実際と建築としての竹中大工道具館を見学し
ます。そして企画展（SOMA 日本の森と素木の
家具）も鑑賞します。大工道具や版築などにつ
いて、同館スタッフの方々に解説していただき、
伝統的な建築技術の歴史と建築の世界に触
れたいと思います。その後、旧神戸ユニオン教会

（現フロインドリーブ、ヴォーリズ設計）も見学し
ます。
日時　3月16日（土）　13：00～16：30
会場　竹中大工道具館、旧神戸ユニオン教会
定員　40名程度
参加費　会員・ヘリテージマネージャー1,000円
　　　　会員外1,500円　学生500円　
　　　　（入館料込み）

大阪地域貢献活動分科会
2019年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまちづく
りなどの地域貢献活動に対して、本会が活動
費の助成などを行います。
募集締切　3月20日（火）
対象とする活動

原則として建築士と地域住民等で構成する
団体が、地域住民等と連携して進める地域
貢献活動で、営利を目的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度

木質系大スパン建築物の可能性
3/30　CPD3単位(予定)

木質系大スパン建築物のこれからの可能性を
構造・デザインの両面からご説明すると共に、木
造でも大スパン建築が十分可能であること等
実例を交えてご紹介します。
また一般流通材とプレカットを用いることにより
経済的かつ合理的に建築された木造建築物
について各工法をご紹介しながら解説します。
木質系建築の新しい可能性について知って頂
き、実務にぜひお役立て下さい。
日時　3月30日（土）　14：00～17：10
会場　近畿中国森林管理局
内容

1.大スパン木造の構造デザイン手法と実施例
　講師　稲山正弘
2.事例紹介1　木質トラス　プライムトラス㈱
3.事例紹介2　木と鉄の複合梁
　パナソニックアーキスケルトンデザイン㈱
4.事例紹介3　木造トラス　㈱ATA 

定員　80名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員1,000円
　　　　一般2,000円　学生500円
懇親会費用別途

Others
その他のお知らせ

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。 本会の事業はホームページから申込できます。 http://www.aba-osakafu.or.jp/
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

平成30年度大阪府ヘリテージマネージャー
スキルアップ講座
地域の歴史ある風景を守る
～歴史的建築物の保存活用～
2/3　CPD3単位

歴史的建築物保存活用とヘリテージマネー
ジャーの役割、文化財保護法の改正などをテー
マに講演およびパネルディスカッション（京都
市、神戸市の事例紹介など）を行います。
日時　2月3日（日）　14：00～17：00（予定）
講師　工学院大学教授・理事長、全国ヘリテー

ジマネージャーネットワーク協議会運営
委員長　後藤　治

　　　京都市建築指導課企画基準係
　　　担当係長　林　歓太郎
　　　神戸市景観政策課
　　　調整担当係長　柏木孝之
会場　大阪府立中之島図書館本館
定員　60名（申込先着順）
参加費　無料

※1月号では有料でご案内しましたが 
　無料になりました。

平成30年度大阪府ヘリテージマネージャー
ステップアップ講座第1回

「歴史的都市性の価値を保全する変化」
2/14　CPD2単位

ヘリテージとセットである歴史的「景観」の持続
可能な変化について、神戸芸術工科大学環境
デザイン学科の小浦久子教授に講演いただき
ます。
日時　2月14日（木）　18：30～20：30
講師　神戸芸術工科大学教授　小浦久子
会場　大阪倶楽部3号会議室
定員　50名程度（申込先着順）
参加費　会員・大阪府ヘリテージマネージャー

育成講座受講生500円
　　　　会員外1,000円

建築士の会 やお・かしわら+東大阪
八尾市立「志紀おおぞらこども園」
見学会
2/16　CPD2単位

園舎の中央に2層吹き抜けのランチホールを配
し、吹き抜けの上部には室内から空を感じられ
る高窓が設けられています。広がりを感じる園舎
とすることで、園児の伸びやかな成長を促す造
りとされています。是非ご参加ください。
日時　2月16日（土）　受付10：00～
　　　見学　10：30～12：00（予定）
集合　志紀おおぞらこども園玄関前
　　　八尾市志紀町西2-1-10
最寄駅　JR大和路線志紀駅（下車徒歩約13分）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　30名（申込先着順）
設計・監理　（株）東畑建築事務所 大阪事務所
施工者　（株）三栄建設

建築士法にもとづく建築技術講習会
中大規模木造設計セミナー
2/28　CPD4単位

「公共建築物の木材利用促進法」が2010年
に施工され、低層の公共建築物などは原則と
して木造化、木質化することが義務付けられま
した。本セミナーでは、文部科学省の「JIS A 
3301 木造校舎の構造設計標準」に基づき、
流通材と住宅用の一般的プレカットを活用する
ことで鉄骨と価格的に競合でき、意匠設計者で
あっても比較的容易に中大規模の木造建築
物の設計が行える設計指針を解説いたします。
この指針は、校舎をはじめ福祉施設、倉庫、事
務所など一般用途の施設の設計も対象として
います。なお、本セミナーはDVDによる講習とな
ります。
日時　2月28日（木）　13：00～17：10
会場　CIVI北梅田研修センター　505号室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　2,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
大江一夫の設計術を学ぶ
－夙川から六麓荘の実作を巡りながら－
3/16　CPD3単位

多数の賞を受賞されている建築家 大江一夫
氏の作品を巡る見学会を開催致します。
本見学会では、夙川駅近辺にある複数の作品
を巡るだけでなく、一部作品の内覧や大江氏の
話を直接お伺いすることができる時間を設けて
おります。
日時　3月16日（土）　13：00～16：00
集合場所　阪急夙川駅南口　
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　3,000円
　　　　後援団体会員　4,000円
　　　　一般　5,000円

建築士法にもとづく建築技術講習会
災害時における事業継続が可能な
建築物の対策
3/26　CPD3単位（予定）

災害時に命を守ることはもちろんですが、その
後速やかに復旧を行い、業務を継続できること
が、これまで以上に重要となっています。そこで
事業継続計画（BCP）の重要性や災害後の事
業継続に向けた建築物対策について第一線
で活躍される学識経験者、設計者、実務者の
方 を々招いて講習会を開催します。
日時　3月26日（火）　14：00～17：30
会場　大阪府建築健保会館　
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

本ガイドラインのDVDによる講習を行います。
日時　2月13日（水）　18：00～19：45
会場　大阪府建築士会会議室　
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　5,000円
　　　　後援団体会員　6,000円
　　　　一般　7,000円
※総合図作成ガイドラインの代金3,000円
　（特別価格）を含む

建築士法にもとづく建築技術講習会
木造ホテルの耐震改修講習会
－志摩観光ホテルと奈良ホテル－
2/19　CPD3単位

木構造の第一人者である京都大学の五十田
教授を講師にお招きし、中大規模木造建築の
耐震診断・補強設計の留意点について解説し
ていただきます。
続いて外国人旅行者に人気のある村野藤吾
設計の志摩観光ホテルと辰野金吾設計の奈
良ホテルを取り上げ、それぞれの耐震補強設計
と耐震改修工事の手法について、設計者から
説明していただきます。
日時　2月19日（火）　14：00～17：15
会場　大阪府建築健保会館　
定員　120名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員　3,500円
　　　　後援団体会員　4,500円
　　　　一般　5,500円

建築士法にもとづく法定講習会
平成30年度建築士定期講習
2/21、3/18、3/29　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
27年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
日程・会場・定員
※2/21（木） 大阪国際会議場　　　300名
　3/18（月） 大阪国際交流センター  200名
　3/29（金） 大阪府建築健保会館　 90名
時間　9：25～17：00（各講習日共）
受講料　12,960円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所

大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成27年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
　※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程　大阪府建築士事務所協
　　　　　　　　　会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成30年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
2/6、3/6　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　2月6日（水）、3月6日（水）
時間　8：55～17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより
　　　お申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

建築士法にもとづく建築技術講習会
総合図作成ガイドライン解説
2/13　CPD2単位

日本建築士会連合会が作成した国土交通省
官庁営繕部推奨の総合図作成ガイドラインは、
施工図作成段階での納まり等の調整と、関係
者間における調整に非常に有効です。

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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昨年 6 月 18 日の大阪北部地震及び、9
月 4 日の台風 21 号による枚方市の罹災
証明発行調査に、これまで本会の会員建
築士延 209 名を派遣しました。
本会が行った調査数は、地震による 1 次
調査判定 2,166 棟に対する 2 次再判定申
請と、台風被害申請の合計 205 棟です。
損害程度は全壊 5 棟、半壊 17 棟、その
他は一部損壊と判定され、現在、調査は
ほぼ完了しています。罹災証明書発行の
ための調査は、まず建物の現況図を作成
し、内閣府の調査基準により建物内外各
部位の被災状況を詳細に確認するもので、
建築の知識を持つ建築士が行うことが、
最も相応しいと考えます。今回の枚方市
における調査は貴重な経験であり、習得
した調査方法等をマニュアルとして取り
まとめ、今後の災害に備える予定です。

大阪府の各市町村では、増加を続ける空
き家の対策や住宅の耐震性能向上を図る
一環として、市民を対象とした、安心
して利用できる中古住宅流通や住宅リ
フォームに関する消費者セミナー及び相
談会を、建築、不動産、法律、金融等の
専門家を講師に招き開催しています。
本会では主催する市町村からの依頼によ
り、社会貢献活動の一環として、相談委
員会やインスペクション委員会等に所属
する委員を、セミナーの講師や相談員と
して派遣しています。
本年度はこれまで、11 月4日に高槻市主催
の「空家の管理・活用セミナー及び個別相
談会」、11 月25日に大阪市阿倍野区、生
野区、住吉区、西成区合同開催の「空家
の管理・活用セミナー」、12 月3日に和泉
市主催の「バリアフリーと災害に強い住まい
づくり」に講師と相談員を派遣し、空家管理
やリフォームのセミナーには約 50 名の受講が
あり、消費者の関心の高さが伺えます。現在、
貝塚市、柏原市、豊中市から派遣依頼が
来ており、今年度内の派遣を予定しています。

建築士会連合会他建築 2 団体が、国土交
通省に対して要望した「建築士資格制度
の改善に関する共同提案」が取り上げら
れ実現したものです。改正の背景には、
一級建築士は全国で約 14 万人に上り、
そのうち 6 割強が 50 歳以上であるとい
う高齢化現象と、平成 19 年に比べて平
成 28 年の受験者数が約 4 割減少してお
り、若い世代が建築界に入りやすい環境
を整えて活性化を図ることが目的です。
改正建築士法運用の時期は 2020 年を予
定しており、登録事務の窓口である全国
の各建築士会においてスムースな対応が
できるよう、今後、申請時の実務経験の
審査方法等の課題について検討する特別
委員会を日本建築士会連合会内に設置し、
国や都道府県と協議を進める予定です。

1 月 21 日に業務報酬規準が 10 年ぶりに
改正され、公布・施行されました。
この改正は、平成 29 年 3 月 24 日に日本
建築士会連合会他建築 3 団体が、国土交
通大臣に宛て、近年の建築物の設計業務
や工事監理業務の多様化・複雑化、発注
者からの要求水準の高まりなどに伴う設
計・工事監理業務量の増加などを踏まえ、
業務報酬基準改正の要望を提出したこと
により実現したものです。
改正の内容は、設計業務や工事監理業務
に関する直接経費と間接経費の割合の見
直し、複合建築物の業務料の算定方法、
基本設計・実施設計・意図伝達の業務料
比率の設定、業務報酬算定に用いる「略
算表」の見直し、「総合」「構造」「設備」
の難易度係数の設定、「標準業務」と「標
準外業務」の内容の明確化等、多岐にわ
たります。
改正説明会は、日本建築士会連合会が国
土交通省から受託し、全国の建築士会に
おいて開催します。大阪では、本会が同
説明会を 2 月 20 日・22 日の 2 回、参加
費は無料、600 名の規模で開催します。
詳細につきましては、本誌同封の案内や
本会ホームページをご参照いただき、ご
参加下さい。

12/ 28 連合会会員増強会議
1/ 4 在阪建築 15 団体新年交礼会
1/ 9 大阪府収用委員会
1/ 10 日本建築材料協会賀詞交歓会
1/ 11 総務企画委員会（連合会）
1/ 14 総合資格学院建築士合格祝賀会
1/ 15 大阪都市景観建築賞表彰式

  大阪府宅地建物取引業協会新年会
  運営委員会
1/ 16 理事会・正副会長会議
1/ 17 理事会（連合会）
1/ 21 箕面副市長面談
1/ 22 大阪府宅地建物取引業協会式典
1/ 23 摂津市長面談

  理事・監事候補者推薦委員会
  大阪府建築士事務所協会新年会
1/ 26 〜 28　上海建築学会訪問 

＊連合会：（公社）日本建築士会連合会

平成 30 年 12 月 14 日公布の改正建築士
法により、法律で定める実務経験がなく
ても、建築士試験の受験が可能とります。
例えば、一級建築士の場合、大学（4 年）
卒業後すぐに受験することが可能とな
り、学科及び製図試験合格後、2 年以上
の実務経験を積むことにより、一級建築
士の登録ができます。また、現在二級建
築士の方は、実務経験が無くとも一級建
築士試験が受験でき、学科及び製図試験
合格後、実務経験を取得すれば、一級建
築士の登録を行うことが可能となります。
この改正は、平成 30 年 6 月 5 日に日本

動静レポート

（右）
柿谷武志
箕面副市長

（右）
森山一正
摂津市長

会長動静

設計業務等の業務報酬基準の改正
及び説明会

研修部門 

枚方市における罹災証明書発行調査の
支援

社会貢献部門

建築士試験受験資格審査方法の見直し

運営部門

市町村が主催する消費者セミナー ･
相談会への会員派遣

社会貢献部門
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建築物省エネ法が 2017 年 4 月に全面施
工され、大規模非住宅建築物の新築など
で省エネ基準への適合が義務化となりま
した。国などによる完了検査マニュアル
も 2018 年 2 月に発行され、対象建築物
の建築確認、完了検査も始まっています。
今回は、建築物省エネ法や省エネ適合性
判定に関する書式・様式の説明、検査の
ポイントなどを、大阪府住宅まちづくり
部建築指導室審査指導課の担当者を講師
とする建築物省エネ法実務講習会を第Ⅰ
部に、また休憩をはさんで、大阪府の環
境緑化関連表彰にてトリプル受賞したコ
イズミ照明 R&Dセンターの設計を担当
した竹中工務店大阪一級建築士事務所の
担当者を講師とする環境建築デザイン講
演会を第Ⅱ部とし、第Ⅲ部として会場を
提供いただいたコイズミ照明から館内見
学会を開催いただく 3 部構成でした。

建築士の会 ｢堺 ･ 高石｣ では､ 堺市及び
高石市域内の会員が地域に根ざした活動
を行っています｡ 今回は建築やまちづく
りに携わる建築士として環境型都市づく
りを勉強し､ 都市における新たな役割を
探るとともに､ 様々な分野の方との交流
を目的に当講演と視察を開催しました｡
講演では､ センター長である増田名誉教
授から環境型都市づくりに求められる目
標像として ｢環境重視型社会｣､ ｢コンパ
クトシティ｣､ ｢安全 ･ 安心のまちづく
り｣､ ｢ストックの継承と蓄積｣､ ｢地方分
権型社会｣､ ｢生活主体型社会｣､ ｢人間性
の回復｣､ ｢協働の視点｣､ ｢マネジメント
型社会への移行｣､ 持続的まちづくりを
進めるランドスケープからのアプローチ
︵プロセスプランニング ｢シナリオ型計
画づくり｣ ︶として､ ｢地域を読み解く｣､
｢地域課題と目標像の共有｣､ ｢具体的な

Topics

「環境デザインってどうすればいいの ?
どういう建物を目指すの ?」

「省エネ適合性判定には、何を書いたら
いいの ?」

「工事監理はどうすればいいの ?」
「完了検査では何を検査されるのか ?」
と新たな仕組みに対する、一連の実務の
流れを半日で体験いただけるよう、従来
それぞれで開かれていた講習会を、会場
自体を都心の会議室ではなく、環境表彰
を受けた建物で連続して実施する試みで
したが多くの方々に参加いただきまし
た。今後も、このような講習会を企画さ
せていただきたいと思います。
第Ⅰ部の実務講習会は、丁寧な講義にあ
わせ、実務に役立つしっかりとしたマ
ニュアルが配布されました。続く第Ⅱ部
では環境配慮設計手法だけでなく、先端
のワークプレイスを働く方々と一緒に設

空間像の実現とプログラムの構築｣､ ｢つ
くり続ける｣､ そして ｢地域を読み解く
︵ 地域の調査､ 分析､ 評価 ︶｣ へと繋が
るとの説明と示唆を頂きました｡その後､
植物工場研究センターを増田教授とセン
ター職員さんの案内で視察しました｡
参加者は､ 建設業､ サービス業､ 行政､
大学など､ 職種は企画､ 設計 ･ 施工､ 営
業､公務員､学生など､様々な分野の方で､
各々の専門的な知識から活発な質疑応答
が行われました｡ また､ 懇親会は､ 増田
教授やセンター職員さんも参加頂き､ 名
刺交換､ 自己紹介からの話題提供など､
愉しい情報交換ができました｡
建築やまちの未来に向けて､建築士は様々
な分野の方と協働で新たな役割を果たさ
なければならないと思いました｡ 増田教
授やセンター職員さんをはじめ関係者及
び参加者の皆様ありがとうございました｡

計したプロセスの説明があり、第Ⅲ部の
見学会では、それによって作られた緑が
あふれ吹抜けが各階をつなぐオフィスに
て、コミュニケーションが深まっている
様子を直接目にすることができました。
この講習会を受講された方々により、多
くの環境にやさしい建築が生み出され、
2025 年に向けて、大阪が緑のあふれる
まちなみになればと思います。

建築技術講習会『建築物省エネ法実務講習会＋環境建築見学会』
日程：平成 30 年 12 月 10 日（月）　　会場：コイズミ照明 R&D センター　　参加者：54 名

永井　務（理事）

「環境型都市づくり講演及び大阪府立大学研究推進機構植物工場研究センター視察」報告
日程：平成 30 年 11 月 30 日（金）14：00 ～ 17：00　　会場：大阪府立大学研究推進機構植物工場研究センター　　参加者：50 名

　北野哲也（地域委員会「堺・高石」委員）
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Gallery 建築作品紹介 立花町の家 設計：Atelier KISHISHITA
施工：いなせ建設

古くからの街区が残り、細い道が網の目のように入り組んだ密集地に建つ
木造 2 階建ての住宅である。決して良好とは言えない周辺環境に対して
無理に開くことは選択せず、周辺からの視線はコントロールしつつ陽光
と通風を確保するための空間として、1 階の中庭や 2 階のウッドデッキ
スペースを設けた快適な住空間を目指した。外観に表出された閉鎖感は
内部空間における安心感の現れであり、家族（夫婦と子供 2 人）を護る
器としての建築が素直に構築された結果でもある。遮りつつ繋がり、繋
がりつつ遮る。ゆっくりと家族の時間を重ねながら、その「あわい」に

「豊かな日常」が醸成されることを期待している。（岸下真理＋岸下和代）

所 在 地：大阪府東大阪市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.05
構造規模：木造２階
敷地面積：129.54㎡
建築面積：52.18㎡
延床面積：84.06㎡
プロデュース：アーキソシエイツ
写　　真：絹巻　豊
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Gallery 建築作品紹介 上野芝の家 リノベーション 1 期 設計監理：大西憲司設計工房
施　　工：西友建設

建物は、堺市の「百舌鳥・古市古墳群」世界文化遺産国内推薦に含まれて
いる履中天皇陵に面している。東側の購入された住宅と今住んでいる住宅
をブリッジで繋ぎ、プライベート棟と、パブリック棟に分け、御陵の緑と水
や風など、季節の移ろいを感じながら暮らせる家族 4 人のリノベーションで
ある。住みながら工事が出来るように、1 期・2 期に分けて進めた。完成
した 1 期工事のパブリック棟は、1・2 階共南側を全面開口部にして、御陵
の景色を取り込んだ。1 階は、広いデッキテラスを介してリビング・ダイニ
ング・キッチンの一室空間と水面が繋がる。又、2 階の洗面・浴室・から
の眺めや、夕日を楽しむことが出来る。引き続き 2 期工事が始まっている。

構造監理：天野一級建築
　　　　　構造設計事務所
所 在 地：大阪府堺市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2018.09
構造規模：鉄骨造
　　　　　地上 2 階
敷地面積：176.53㎡
建築面積：63.97㎡
延床面積：130.53㎡
写　　真：福澤昭嘉
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2018

第 11 回 建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

第 11 回建築人賞の審査委員長は、乾 久美子氏に決定いたしました。

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 11 回 対象作品
「建築人」2018 年１月号から 2018 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　　  （賞状と記念盾）
建築人賞奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には賞状授与

■ 受賞発表
建築人 2019 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
担当 ／ 母 倉 政 美
TEL 06-6947-1961　　  FAX 06-6943-7103

■ 審査委員長　乾 久美子 
1969　大阪府生まれ  
1992　東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996　イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000　青木淳建築計画事務所勤務  
2000　乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016～　横浜国立大学大学院Y-GSA教授
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に
蘇
っ
て
き
た
。

敷
地
は
杉
林
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、

町
の
中
心
部
か
ら
車
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
、
杉

木
立
の
深
い
緑
に
抱
か
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
で

葺
か
れ
た
銀
色
に
輝
く
丸
い
屋
根
が
見
え
て
く
る
。

大
地
に
臥
せ
っ
た
よ
う
な
そ
の
形
と
、
正
面
の
ガ

ラ
ス
の
開
口
部
が
六
〇
度
傾
い
て
い
る
た
め
に
、

内
部
の
様
子
は
外
部
か
ら
は
う
か
が
い
に
く
い
。

け
れ
ど
も
、
一
歩
中
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ

の
印
象
は
一
変
す
る
。
約
六
〇
〇
〇
本
の
小
国
杉

の
間
伐
材
を
ス
チ
ー
ル
製
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
金
具
で

組
み
上
げ
た
木
造
立
体
ト
ラ
ス
の
ド
ー
ム
状
の
天

井
が
、
優
し
い
質
感
で
ア
リ
ー
ナ
全
体
を
包
み
込

ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
ア
リ
ー
ナ
の
正
面
に
は
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
順
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
木
々
の

緑
が
、
ま
ぶ
し
く
輝
い
て
い
た
。
決
し
て
高
価
な

材
料
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。し
か
し
、

こ
こ
に
は
、
神
々
し
い
ま
で
の
凛
と
し
た
品
格
を

持
つ
空
間
の
質
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
い
そ
し
む
人
々
を
讃
え
る

か
の
よ
う
に
控
え
め
な
存
在
で
も
あ
る
の
だ
。

　

設
計
者
の
葉
祥
栄
︵
一
九
四
〇
年
～
︶
は
、
竣

工
時
に
、
構
造
設
計
者
の
松
井
源
吾
︵
一
九
二
〇

～
九
六
年
︶
と
共
に
開
発
し
た
木
造
立
体
ト
ラ
ス

の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
﹁
木
造
立
体
ト
ラ
ス
は
、
ス
チ
ー
ル
同
等
の
自

由
な
表
現
、
大
架
構
を
初
め
て
可
能
に
し
た
。
寸

法
精
度
は
、
ス
チ
ー
ル
以
上
で
あ
り
、
軽
く
、
結

露
し
に
く
く
、
ス
チ
ー
ル
と
違
っ
て
生
産
す
る
の

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
こ
と
も
な
い
。
木
材

が
ス
チ
ー
ル
を
、
代
替
す
る
こ
と
の
意
義
は
社
会

的
、
経
済
的
以
上
に
、
精
神
的
に
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。﹂︵﹃
新
建
築
﹄
一
九
八
八
年
八
月
号
︶

　

ま
た
、続
く
文
章
で
、当
時
と
し
て
は
珍
し
か
っ

た
木
材
と
い
う
自
然
素
材
を
用
い
た
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
記
し
て
い
る
。

　
﹁
光
や
風
、
そ
し
て
自
然
の
素
材
は
、
い
つ
も
、

私
に
と
っ
て
新
発
見
の
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
。

︵
中
略
︶明
治
以
来
の
脱
亜
入
欧
、和
魂
洋
才
と
か
、

脱
近
代
と
か
、
そ
れ
ま
で
の
価
値
基
準
や
体
系
を

解
体
し
て
つ
き
進
む
二
者
択
一
的
な
方
法
で
は
な

く
、
自
然
と
技
術
と
人
の
幸
せ
な
関
係
性
を
見
出

し
た
い
と
思
う
。
深
い
思
慮
も
な
く
、
歴
史
や
伝

統
を
な
お
ざ
り
に
し
た
ツ
ケ
が
、
今
、
回
っ
て
き

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
精
算
の
時
期
が
来
て
い
る

の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。﹂

　

バ
ブ
ル
経
済
の
最
中
に
、
葉
は
、
一
人
﹁
自
然

と
技
術
と
人
の
幸
せ
な
関
係
性
﹂
を
見
つ
め
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、だ
か
ら
こ
そ
、

同
じ
文
章
の
末
尾
に
、﹁
町
民
の
愛
着
や
誇
り
を

育
て
得
る
か
ど
う
か
が
最
大
の
問
題
な
の
で
あ
る
﹂

と
記
し
、
こ
の
ア
リ
ー
ナ
の
記
憶
が
い
つ
ま
で
も

人
々
の
心
に
残
る
こ
と
を
願
っ
た
の
だ
。
そ
の
願

い
は
、
三
〇
年
と
い
う
時
を
越
え
て
、
確
か
な
も

の
と
し
て
今
も
そ
こ
に
あ
る
、
そ
う
思
え
た
。

アリーナの南方向を見る

北側の正面外観

小国町民体育館　1988 年
愛着と誇りを育む木質空間

 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2018

第 11 回 建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

第 11 回建築人賞の審査委員長は、乾 久美子氏に決定いたしました。

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 11 回 対象作品
「建築人」2018 年１月号から 2018 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　　  （賞状と記念盾）
建築人賞奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には賞状授与

■ 受賞発表
建築人 2019 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
担当 ／ 母 倉 政 美
TEL 06-6947-1961　　  FAX 06-6943-7103

■ 審査委員長　乾 久美子 
1969　大阪府生まれ  
1992　東京藝術大学美術学部建築科卒業  
1996　イエール大学大学院建築学部修了  
1996～2000　青木淳建築計画事務所勤務  
2000　乾久美子建築設計事務所設立  
2000～2001　東京藝術大学美術学部建築科常勤助手  
2011～2016　東京藝術大学美術学部建築科准教授  
2016～　横浜国立大学大学院Y-GSA教授

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

て
、
耐
震
強
度
の
不
足
な
ど
か
ら
解
体
が
検
討

さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
に
お

け
る
近
代
建
築
の
秀
作
と
し
て
、
ま
た
新
港
地

区
の
景
観
形
成
に
お
け
る
評
価
か
ら
、
日
本
建

築
学
会
か
ら
保
存
要
望
書
が
出
さ
れ
る
な
ど
保

存
の
機
運
が
高
ま
り
、
神
戸
市
は
二
〇
〇
九
年

七
月
、
神
戸
市
都
市
開
発
公
社
よ
り
土
地
建
物

を
購
入
、
都
市
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
高
め
る
文
化
資
産
と
し
て
保
存
活
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
神
戸
市
の
決
断
の
背
景
に
は
、
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
一
六
日
、
神
戸
市
が
ユ
ネ
ス
コ
創

造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
都
市
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
旧
神
戸
生
糸
検
査

所
は
、デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

神
戸
と
し
て
、﹁
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
﹂
の

シ
ン
ボ
ル
、
そ
し
て
創
造
と
交
流
の
拠
点
施
設

と
し
て
保
存
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

建
物
の
歴
史
を
残
し
つ
つ
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
場
を
つ
く
る

　

新
館
、
旧
館
を
合
わ
せ
た
延
床
面
積
が
一
三
、

七
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
建
物

の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
特
長
あ
る
意
匠
が
残

る
部
分
を
中
心
に
保
存
・
保
全
を
図
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
と
し
て
必
要
な
安
全
性
等
を
確

第
71
回

生
糸
検
査
所
か
らK

IITO

へ

　

神
戸
港
は
開
港
以
来
、
国
際
貿
易
港
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
現
在
で
も
神

戸
の
中
心
で
あ
る
三
宮
か
ら
元
町
、
そ
こ
か
ら

海
沿
い
の
地
域
に
は
往
時
の
繁
栄
を
感
じ
ら
れ

る
近
代
建
築
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か

で
、
神
戸
三
宮
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺
、
新

港
地
区
の
景
観
を
形
成
す
る
建
物
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
神
戸
税
関
の
建
物
と
対
峙
す
る
よ
う
に

建
つ
ゴ
シ
ッ
ク
調
の
建
物
が
、
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸
で
あ
る︵
写
真
４
︶。

　

建
物
中
央
部
に
あ
る
ア
ー
チ
形
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
両
脇
の
柱
が
空
に
向
か
う
、
垂
直
方
向
を

強
調
す
る
歴
史
的
建
造
物
を
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

し
た
建
物
は
、
輸
出
絹
糸
の
品
質
検
査
と
格
付

け
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た
生
糸
検
査
所
で
あ
っ

た
︵
写
真
１
︶
こ
と
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸
はK

IIT
O

︵
キ

イ
ト
＝
生
糸
︶と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
沿
い
に
神
戸
税
関
と
面
し

て
建
つ
一
九
二
七
年
に
建
築
さ
れ
た
旧
神
戸
市

立
生
糸
検
査
所
︵
旧
館
︶
と
、
一
九
三
二
年
に

旧
館
の
東
に
増
築
さ
れ
た
国
立
生
糸
検
査
所︵
新

館
︶
は
、
生
糸
が
日
本
の
輸
出
総
額
の
約
四
〇

％
を
占
め
て
い
た
と
い
う
昭
和
初
期
、
生
糸
輸

出
産
業
の
絶
頂
期
に
建
築
さ
れ
て
お
り
、
建
物

そ
の
も
の
の
意
匠
や
造
作
も
優
れ
て
い
る
。
旧

館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
上
部
に
は
﹁
黄
金
の
絹

を
吐
く
蚕
﹂
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
と
さ
れ
る
テ

ラ
コ
ッ
タ
の
装
飾
︵
写
真
２
︶、
旧
館
塔
屋
ま

で
続
く
中
央
の
階
段
に
あ
る
﹁
繭
﹂
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
と
さ
れ
る
親
柱
︵
写
真
３
︶
な
ど
は
、

こ
の
建
物
の
歴
史
を
伝
え
て
お
り
、
ま
た
、
建

物
だ
け
で
な
く
残
さ
れ
て
い
る
検
査
機
器
や
什

器
、
家
具
や
備
品
も
重
厚
な
も
の
で
あ
る
。

　

生
糸
の
輸
出
減
退
に
伴
い
役
割
を
終
え
た
生

糸
検
査
所
の
建
物
は
、
独
立
行
政
法
人
農
林
水

産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
時
代
を
経

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）は、2012 年にオープンして以来、デザイン、アート、食、
まちづくりなどをテーマに積極的に市民を巻き込むワークショップやレクチャーなどを展開しています。
今回は KIITO の近藤健史さんに建物の歴史や建築家も関わる「ちびっこうべ」についてご紹介いただきま
した。建物再生については次回詳しく取り上げる予定です。

市民の創造性を紡ぐ拠点
―デザイン・クリエイティブセンター神戸

近藤　健史（こんどう けんじ）
デザイン・クリエイティブセンター神戸　企画事業部門　マネージャー
大阪芸術大学芸術学部建築学科卒業。同大学院芸術文化研究科博士後期課程修了。同大学院助手、大阪成蹊大学芸術学部総合教育研究支援セ
ンター研究員を経て、2012 年からデザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）勤務。

保
し
た
活
用
が
必
要
と
さ
れ
た
。
そ
の
方
針
に

お
い
て
は
、
旧
館
中
央
階
段
の
幅
員
不
足
、
旧

館
三
階
部
分
の
内
装
材
料
不
適
合
な
ど
が
建
築

基
準
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
同
法
第
三
条
第
一

項
第
三
号
︵
適
用
の
除
外
︶
指
定
を
受
け
て
進

め
ら
れ
た
。
な
お
、
設
計
者
や
建
物
の
変
遷
、

改
修
の
詳
細
に
関
し
て
は
次
稿
に
譲
り
た
い
。

　

改
修
さ
れ
て
完
成
し
た
施
設
に
は
、
市
民
の

多
様
な
活
動
の
場
と
し
て
の
大
規
模
な
ホ
ー
ル

︵
写
真
５
︶、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
会
議
室
と
い
っ

た
大
小
七
つ
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
、
生
糸
検

査
所
時
代
か
ら
の
歴
史
や
検
査
工
程
を
実
物
の

機
器
、
写
真
や
映
像
で
紹
介
す
る
生
糸
検
査
所

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
各
種
資
料
に
加
え
全
国
の
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
案
内
を
集

積
し
、
配
架
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
、
食
に
つ
い
て

考
え
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
目
指
す
カ

フ
ェ
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
創
造
的
活
動
に
携
わ
る
法
人
、
団
体
、

個
人
の
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
供
用
す
る
ス
ペ
ー
ス

﹁
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ラ
ボ
﹂
を
擁
す
る
こ
と
も

特
長
と
い
え
よ
う
。
入
居
者
に
はK

IIT
O

や

神
戸
市
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
い
た
だ
く
だ

け
で
な
く
、
入
居
者
同
士
の
交
流
を
通
し
て
分

野
や
職
種
を
超
え
た
多
様
な
事
業
の
創
出
、
展

開
を
目
指
し
て
い
る
。

写真 3　中央の階段の親柱（撮影：伊東俊介）

写真 2　エントランスと上部のテラコッタ（撮影：伊東俊介）

写真 1  昭和初期の生糸検査の様子（『神戸生糸検査所史』
神戸農林規格検査所、1982 年から）
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「
＋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト

　

わ
た
し
た
ち
は
、K

IIT
O

の
活
動
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て﹁
＋︵
プ
ラ
ス
︶
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
﹂
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン

や
ア
ー
ト
な
ど
を
用
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

活
動
の
魅
力
を
高
め
、
ま
た
、
既
成
概
念
に
捉

わ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
取
り
入
れ
、
そ

れ
ら
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
を
解
決
し
、
さ
ら

な
る
活
性
化
を
図
る
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
と
定
義

し
て
い
る
。
課
題
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
を
、
一

部
の
専
門
家
に
任
す
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
身
の
回
り
で
創
造
性
を
発
揮
し
、

そ
し
て
社
会
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
も
主
体
的

に
関
わ
る
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
力
が
あ
る
こ
と

を
発
見
し
、
新
し
い
神
戸
を
つ
く
っ
て
い
く
。

み
ん
な
が

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
る
。

そ
ん
な
時
代
の
中
心
に
な
る
。

　

K
IIT

O

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
践
と
そ
の
積

み
重
ね
こ
そ
が
、
わ
た
し
た
ち
の
活
動
の
中
心

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

C
R

E
A

TIV
E

 W
O

R
K

S
H

O
P

ち
び
っ
こ
う
べ

　

K
IIT

O

で
は
、
施
設
の
設
置
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
、レ
ク
チ
ャ
ー
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
な
ど
年
間
二
〇
〇
を

超
え
る
自
主
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

な
か
で
も
、
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
へ
の
加
盟
認
定
を
記
念
し
た
﹁
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
デ

ザ
イ
ン
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
﹂
と
し
て
遇
数
年

に
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
の
創
造
性
を
育
む

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム﹁
ち
び
っ
こ
う
べ
﹂

は
、
二
〇
一
二
年
のK

IIT
O

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
初
回
を
実
施
し
て
以
降
、
国

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
シ
ン
ボ
ル

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
︵
写
真
６
～
８
︶。

　

小
学
校
三
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生
の
子
ど

も
た
ち
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
シ
ェ
フ
、
建
築

家
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
三
つ
の
職
業
に
分
か
れ
て
、

食
を
テ
ー
マ
に
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

食
を
提
供
す
る
店
舗
を
つ
く
る﹁
ユ
メ
ミ
セ
﹂

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
市
内
外
か
ら
の
多
数
の
応

募
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
単

な
る
職
業
の
体
験
に
終
わ
ら
ず
、
職
能
の
理
解

と
創
造
性
の
涵
養
を
目
的
と
し
て
参
加
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
は
、
建
築
家
は
ス

ケ
ー
ル
の
理
解
や
イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
、
図
面

や
模
型
製
作
と
い
っ
た
設
計
に
関
わ
る
プ
ロ
セ

ス
を
子
ど
も
た
ち
と
行
う
だ
け
で
な
く
、
建
物

が
で
き
る
工
程
に
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
関

わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
要
素
や
役
割
に
つ
い

て
も
考
え
が
至
る
よ
う
に
導
い
て
い
く
。﹁
ち

び
っ
こ
う
べ
﹂
は
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
養
成
す

る
も
の
で
は
な
く
、
建
築
家
を
含
む
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
仕
事
に
実
際
に
触
れ
、
専
門
家
か
ら
直

接
教
わ
り
な
が
ら
、
自
ら
考
え
、
自
分
た
ち
の

手
で
つ
く
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

　

合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
人
や
学
年
の
違

う
子
ど
も
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

共
創
を
通
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
発
見
、

協
同
す
る
こ
と
で
よ
り
魅
力
的
な
も
の
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
充
実
感
を
獲
得
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

　
一
〇
月
の
夢
の
ま
ち
オ
ー
プ
ン
の
期
間
に

は
、
神
戸
の
食
を
提
供
す
る
﹁
ユ
メ
ミ
セ
﹂
の

他
に
も
、
様
々
な
仕
事
や
も
の
づ
く
り
な
ど
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
る
。
子
ど
も
た

ち
は
市
民
と
な
っ
て
働
き
、
給
料
と
し
て
受
け

取
っ
た
通
貨
﹁
キ
ー
ト
﹂
で
買
い
物
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
と
、
子
ど
も
だ
け
の
ま
ち
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
未
来
の
ま
ち
を
主
体
的
に

つ
く
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。﹁
子
ど
も

の
ま
ち
は
、
神
戸
の
未
来
﹂
と
謳
っ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
、
そ
し
て
日
本
の
未

来
を
明
る
く
で
き
る
、
創
造
的
な
人
材
が
こ
こ

か
ら
育
ち
、活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
は
、﹁
＋
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
ゼ
ミ
﹂
と
呼
ぶ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
神
戸
市
や
神
戸
を
中
心
に
活
動
す
る

団
体
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
市
民
の
小
グ

ル
ー
プ
で
リ
サ
ー
チ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
提
案
ま
で
を
行

う
ゼ
ミ
形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、﹁
食
﹂
に
つ
い

て
考
え
、
学
び
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
を
目
指
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
に
加
え
、
ス
タ
ジ
オ
レ
ジ
デ
ン
ス

な
ど
の
ア
ー
ト
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
も
特
長
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

創
造
の
交
差
点
と
し
て

　

K
IIT

O

は
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
世
代
が
交
流
し
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
る
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
で
社
会
的
な
問
題

を
解
決
し
、
新
し
い
神
戸
を
つ
く
っ
て
い
く
手

法
を
﹁
＋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
﹂
と
定
義
し
、
そ

こ
か
ら
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
活
動
を
積
み
重
ね
、
発

信
し
て
き
た
。
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
り
み
ん

な
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て

ま
ち
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
な
る
こ
と
。
こ
の

場
所
が
、
そ
の
た
め
の
中
心
と
な
る
こ
と
。

　

か
つ
て
神
戸
港
が
世
界
中
に
生
糸
を
は
じ
め

と
す
る
産
物
だ
け
で
な
く
文
物
を
も
輸
出
し
、

そ
し
て
多
様
な
生
活
様
式
や
文
化
を
輸
入
す
る

こ
と
で
世
界
を
つ
な
い
だ
よ
う
に
、K

IIT
O

は

わ
た
し
た
ち
の
活
動
と
世
界
中
の
創
造
性
を
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

紡
ぎ
だ
し
て
い
く
。

写真 8　ちびっこうべ 2018（撮影：坂下丈太郎）

写真6　ちびっこうべ2018（撮影：坂下丈太郎） 写真 4　KIITO旧館（1927年築）の外観（撮影：伊東俊介）

写真 7　ちびっこうべ 2018（撮影：大塚杏子） 写真 5　KIITO ホール（撮影：伊東俊介）
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建築位置：大阪市北区中之島 3-2-4
完成年月：2017 年 3 月
主用途：事務所　商業施設　ホテル　集会場　美術館
建築主：㈱朝日新聞社　㈱竹中工務店
設計者：㈱日建設計
構造設備設計協力：㈱竹中工務店
施工者：㈱竹中工務店
撮影者：東出写真事務所

〈講評〉肥後橋の西北に文化の拠点が完成しました。旧ビルの弧の形
状や外壁の記憶を残し、地下へも拡がり、東西を繋ぎ、交通機関へ
も配慮されています。今、街は、水平だけでなく縦に進化しています。
是非、この東西の新しい縦の街に脚を踏み入れて、美術館や文化ホー
ル、最新の商品や情報を五感で味わってほしいのです。懐かしくて新
鮮な、大阪が誇るランドマークとなりました。 （審査委員　夏原晃子）

大阪市長賞 中之島フェスティバルタワー・ウエスト

建築位置：東大阪市小若江 3-4-1
完成年月：2016 年 3 月
主用途：学校
建築主：学校法人 近畿大学
設計者：㈱ NTTファシリティーズ
施工者：㈱大林組
撮影者：㈱エスエス大阪

〈講評〉キャンパスの計画エリアの 4つ角に 4つの棟を配置し、キャ
ンパス軸や景観との調和を図りつつ、囲まれた隙間におもちゃ箱の
ような小さなスケールのユニットをはめ込んでいる。外装には木格
子や木化チップを組み込んだパネルを用い、建物の隙間や外構では、
豊かな緑の心地よいランドスケープが展開する。多種多様な学生た
ちの出会いや語らい、そこから生まれる様々なアクティビティを誘
発する仕掛けが随所にデザインされ、質の高い空間が実現している。

（審査委員　指田孝太郎）

審査員特別賞 近畿大学 ACADEMIC THEATER（1～5号館）／国際学部棟（18号館）

建築位置：豊中市曽根東町 3-7-2
完成年月：2016 年 8 月
主用途：劇場　展示室　会議室　カフェ
建築主：豊中市
設計者：㈱日建設計
施工者：大林組・河崎組特定建設工事共同企業体
撮影者：東出写真事務所

〈講評〉市民に長年親しまれてきた旧市民会館の建て替えで生まれ
たこの建物は、周辺の住宅地のスケールに合わせるべく軒高を 6m
に抑え、沿道の壁面を分節化することで威圧感を軽減、親しみやす
いデザインとしている。また、阪急宝塚線曽根駅からの眺めを意識
し、季節ごとに違った色が見える植栽を屋上に配置する工夫も行っ
ている。鉄筋コンクリート組積造でつくられた壁面は、ブロックご
とに斫り度合いを変えることで、表情ゆたかなものになっている。

  （審査委員長　久　隆浩）

大阪府知事賞 豊中市立文化芸術センター
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◆審査総評
　本年の審査対象 55 件（建物 51 件、まち
なみ 4 件）から、例年通り審査資料にもと
づいた 1 次審査で 12 件を選出し、現地審
査による 2 次審査を行った。最終審査では、
豊中市立文化芸術センター、近畿大学 AC
ADEMIC THEATER・国際学部棟、中之
島フェスティバルタワー・ウエストの 3 物
件は他の作品にくらべて評価点が極めて高
く、いわゆる 3 賞候補はすんなりと決まっ
た。この中で大阪市内の物件は中之島フェ
スティバルタワー・ウエストのみであり、
自動的に大阪市長賞の受賞となった。残り
2 物件のうち、豊中市立文化芸術センター
は、豊中市民を中心に広く府民に愛されて
いる建物であるということで大阪府知事賞
がふさわしいということになった。そして、
建物デザインとしても優れているというこ
ともあり、近畿大学 ACADEMIC THEAT

ER・国際学部棟を審査員特別賞とした。
　大阪府知事賞を受賞した豊中市立文化芸
術センターは、周辺の住宅地に配慮し軒高
を 6m に抑え、フライタワーを奥に配置、
長大になりがちな沿道の壁面を分節化する
など、周辺のまちなみに調和させ、親しみ
の持てるデザインとしている。また、阪急
電鉄宝塚線から眺める風景を意識し、季節
ごとに移ろう屋上緑化を施している。審
査員特別賞を受賞した近畿大学 ACADEM
IC THEATER は 1 号館〜 5 号館の 5 棟で
構成されているが、周辺の低層市街地を意
識し 5 号館を 2 層に抑え、小規模ユニット
をランダムに配置することで路地的な印象
を与えている。逆に、奥まった場所に位置
する 1 号館は、地域のランドマークとなる
ようタワー状にしている。大阪市長賞を受
賞した中之島フェスティバルタワー・ウエ

ストは、先行して
つくられた東隣の
フェスティバルタ
ワーと合わせたツ
インの超高層ビル
群が、地域のシン
ボ ル と な っ て い
る。また、東地区
と西地区をむすぶ
地下空間は、吹き抜けとすることで明るく
開放的な空間となっており、地上階にいる
ような印象を与えている。
　以上の 3 物件にとどまらず、今年度の受
賞物件は、例年以上に周辺のまちなみを意
識、配慮したものが多く、そうした意味で
は大阪まちなみ賞の趣旨に合致していたも
のとなっている。こうした傾向が来年度以
降に受け継がれていくことを期待したい。

◆表彰目的 周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れた建物や建物を中心とするまちなみを表彰することにより、個性と風格のある都市景
観の形成に寄与するとともに、都市景観に対する意識の高揚を図ることを目的とする。

◆対　　象 大阪府域内の建物（平成 25 年 8 月 1 日から平成 29 年 7 月 31 日までに完成したもの）及び建物を中心としたまちなみ（平成
29 年 7 月 31 日までに完成したもの）で、一般の方々から推薦を受けたもの。

◆審査委員　※50音順　審査委員長＊

 小栗　高弘（報道） 加藤　精一（建築） 指田孝太郎（建築）
 毎日新聞社大阪本社編集局社会部長兼科学環境部長 （一社）大阪府建築士事務所協会理事 （公社）大阪府建築士会相談役

 下村　泰彦（造園） 中嶋　節子（建築） 夏原　晃子（デザイン）
 大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科教授 京都大学大学院人間・環境学研究科教授 美術造形デザイナー

 久　　隆浩＊（都市計画） 藤本　英子（芸術）
 近畿大学総合社会学部環境・まちづくり系専攻教授 京都市立芸術大学美術学部デザイン科教授

第38回大阪都市景観建築賞（愛称 大阪まちなみ賞）入賞作品

主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士会・（一社）大阪府建築士事務所協会・（公社）日本建築家協会近畿支部・（一社）日本建築協会

審査委員長　久　隆浩

審査風景
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奨励賞 天満・菅原町の蔵

建築位置：大阪市福島区福島
　　　　　2-1-7
完成年月：2015 年 5 月
主用途：医療施設
建築主：関西電力㈱
設計者：㈱日建設計
施工者：㈱大林組
撮影者：伸和　木原慎二

〈講評〉堂島川に面する街区のみどりの連続性をつくり出すとともに、高層
部を 45 度振ることにより面のボリューム感を低減させ、縦ストライプの統
一感ある建築景観を獲得しています。アトリウムから続く堂島川越しの眺望
を活かした屋上庭園やポケットパークなど地域とつながる姿勢にも賛意を表
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（審査委員　加藤精一）

奨励賞 関西電力病院

建築位置：大阪市北区菅原町 1-2 完成年月：2016 年 8 月
主用途：倉庫　事務所 建築主：㈱北村商店
設計者：㈱ kt 一級建築士事務所 
施工者：太平建設工業㈱（六番蔵建替）　㈱エムエス工務（二番蔵改修）

〈講評〉近世には天下の台所・大坂を象徴する乾物問屋が建ち並んだ菅原町。
現在も残る土蔵群が往時の記憶を伝える。こうした土蔵をひとつひとつ改修
するとともに、蔵のまちなみに馴染む本社社屋を新築することで、まちの歴
史を継承・顕彰することが目指される。継続的に事業が進展することで、蔵
の町なみがよみがえることを期待したい。　　　　　（審査委員　中嶋節子）

奨励賞 宇部興産㈱ 大阪研究開発センター

建築位置：堺市西区築港新町 3-1 完成年月：2016 年 4 月
主用途：研究所 建築主：宇部興産㈱
設計者：大成建設㈱ 関西支店 一級建築士事務所
施工者：大成建設㈱ 関西支店 撮影者：㈱エスエス大阪

〈講評〉雑然とした工場施設の内にあって、顧客や地域の見学者を迎え入れ
る施設としても計画された研究開発拠点で、その建築としてのクオリティや
ランドスケープとの一体性が際立ち高く評価するものです。今後、更に一般
市民への公開を進められるとともに、まちなみとしての工場建築群をリード
していくことを期待しています。　　　　　　　　　（審査委員　加藤精一）

奨励賞
吹田グリーンプレイス

建築位置：吹田市片山町 2-4-1
完成年月：2016 年 5 月
主用途：商業施設
建築主：JR 西日本大阪開発㈱
設計者：㈱プランテック総合計画事務所
施工者：大鉄工業㈱ 撮影者：小林浩志

〈講評〉JR 吹田駅北側に広大な旧国鉄官舎群が広がる。
駅に近い敷地から少しずつ民間活用が進む中、幹線の両
側に誕生した商業施設である。低層の店舗にポケットパー
クや散策路が混じり合い、路地を巡るように店舗をまわ
ることができる。外壁素材やサイン計画で図られている
全体のイメージ統一も評価された。（審査委員　藤本英子）

奨励賞 大阪商業大学ユニバーシティ・コモンズ リアクト

建築位置：東大阪市御厨栄町 1-5-25 完成年月：2017 年 2 月
主用途：学校 建築主：学校法人 谷岡学園
設計者：㈱久米設計 大阪支社 施工者：鹿島建設㈱ 関西支店
撮影者：㈱エスエス大阪

〈講評〉本施設は、河内小阪駅近くの共同住宅や店舗が密集する地区に、広
大な緑地空間を提供するとともに、敷地を斜めに貫通するモールがゲートと
なり歩行者を誘引し、新たな都市イメージと動線を生み出しており、地域の
シンボル的な施設となっている。　　　　　　　　　（審査委員　下村泰彦）
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建築位置：大阪市東成区東中本 2-3-5
完成年月：2017 年 2 月
主用途：事務所
建築主：小泉産業㈱　　　　　　設計者：㈱竹中工務店
施工者：㈱竹中工務店　　　　　撮影者：古川泰造

〈講評〉本施設は、住宅地が広がる敷地南側をセットバックするこ
とにより威圧感を軽減し、階段状に設置された緑化バルコニーが集
合住宅をイメージさせ、周辺地域との景観的調和を図っている。2
層以上の全てのバルコニーや屋上には、ヤマザクラやイロハモミジ、
またクスノキ、シラカシなど淀川水系に自生する多様な落葉と常緑
の広葉樹を混植させ、生態系にも配慮しつつ、緑の少ない住宅地側
に対して季節感の創出と緑視率の向上に寄与している。

（審査委員　下村泰彦）

緑化賞 コイズミ緑橋ビル

建築位置：大阪市中央区島之内 2-13-22
完成年月：2016 年 7 月
主用途：事務所
建築主：タカラベルモント㈱
設計者：㈱竹中工務店
施工者：㈱竹中工務店
撮影者：古川泰造

〈講評〉コーポレート・サインとコーポレート・カラーを大胆にア
レンジした外観デザインが清々しい。ずれながら繋がる白と青のリ
ング、上階のマッスな白い壁面、エントランスの自由な曲面の壁な
ど、彫刻的な造形によって建築全体が構成される。美と健康をキー
ワードとする企業のショールームにふさわしいアイコニックな建築
である。加えて歩道と建物敷地を緩やかにつなぐエントランス空間
や、建物内の人々の動きを外観として表現したスロープなど、まち
との関係を意識していることが、この建物に優しい表情を与えてい
る。雑多な建物が建ち並ぶエリアにあって、新しいランドマークの
登場といえよう。　　　　　　　　　　　　（審査委員　中嶋節子）

建築サイン・アート賞 TB-SQUARE

審査風景
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建築人　2
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報部門

編集　　建築情報部門『建築人』編集部
　　　　部門長　　　飯田英二
　　　　委員長　　　牧野隆義
　　　　編集人代表　荒木公樹
　　　　編集人　　　河合哲夫　　　北　聖志
　　　　　　　　　　曽我部千鶴美　橋本頼幸
　　　　　　　　　　丸子勇人　　　茂籠一之
　　　　　　　　　　若江直生
　　　　事務局　　　山本茂樹　　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記

北　

聖
志

　

年
が
明
け
て
か
ら
寒
い
日
が
続
き
、
体
調
な
ど

崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
私
は
大
阪
市

内
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、一
月
は
近
所
の
小
学
校
、

公
園
で
の
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。

一
月
一
七
日
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
当
時
の
被
害
の
こ
と
や
、

自
分
自
身
の
状
況
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
の
建
築
の
射
程
で
は
神
戸
三
宮
の
湾
岸
に

あ
る
デ
ザ
イ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神
戸

︵K
IIT

O

︶
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
際
にK

IIT
O

に
訪
問
し
て
そ
の
活

動
の
記
録
を
見
た
り
、改
修
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、

神
戸
市
が
こ
の
建
築
を
再
生
し
て
利
用
し
て
い
る

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
阪
城
公
園
内
に
は
公
民
連
携
事
業
と
し
て
複

合
商
業
施
設
が
建
て
ら
れ
た
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
の
土
産
物
屋
が
出
来
て
い
ま
す
。
目
先
の
利

益
で
は
な
く
、
同
公
園
内
の
旧
大
阪
砲
兵
工
廠
を

再
生
し
、
市
民
や
子
ど
も
の
た
め
に
活
用
す
る
な

ど
、
歴
史
の
継
承
と
将
来
へ
の
投
資
に
な
る
こ
と

を
出
来
な
い
も
の
か
、
と
思
う
次
第
で
す
。

の
間
取
り
を
少
し
変
え
て
大
き
く
し
た
。変
更
費
用

と
し
て
二
五
万
円
追
加
が
生
じ
る
と
の
こ
と
で
、困
惑

し
て
い
る
。

契
約
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル

　

自
宅
の
設
計
を
建
築
士
に
依
頼
し
た
が
途
中
で

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
。契
約
書
は
な
い
。そ
の
と
き
高
額

な
費
用︵
電
話
口
で
は
額・明
細
不
明
︶を
請
求
さ
れ

た
。適
切
な
金
額
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
。

一
方
的
に
腹
を
立
て
ら
れ
た

　

工
務
店
か
ら
の
相
談
。工
務
店
が
設
計
と
確
認
申

請
を
設
計
事
務
所
に
依
頼
し
た
。事
前
の
手
続
き
や

確
認
申
請
に
不
慣
れ
な
建
築
士
だ
っ
た
た
め
、手
続

き
に
時
間
が
か
か
り
、な
お
か
つ
工
務
店
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
も
、そ
の
こ
と
に
腹
を
立
て
て
、確
認
申

請
が
終
わ
る
直
前
に
な
っ
て
監
理
は
で
き
な
い
と
い
っ

て
応
じ
て
く
れ
な
い
。検
査
機
関
は
監
理
者
の
な
い

申
請
で
は
確
認
済
証
は
出
せ
な
い
と
い
う
。監
理
者

を
相
当
探
し
た
が
、ど
こ
も
他
社
の
設
計
物
件
で
は

受
け
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

ク
ラ
ッ
ク
が
何
本
か
あ
る

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
。引
き
渡
し

後
二
ヶ
月
で
廊
下
の
天
井
か
ら
下
へ
垂
直
方
向
に
ク

ラ
ッ
ク
が
何
本
か
入
っ
て
い
る
。重
点
監
理
の
報
告
書

は
あ
る
が
、設
計
監
理
者
は
信
頼
で
き
な
い
。

口
頭
契
約
で
の
高
額
請
求

　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
設
計
を
、知
り
合
い
を
通
じ
て
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
北
陸
の
建
築
士
に
依
頼
し
た
。当
初
は

工
事
費
を
五
〇
〇
〇
万
円
程
度
と
聞
い
て
い
た
が
、見

積
が
一
億
を
超
え
た
た
め
、計
画
を
断
念
し
た
が
六
〇

〇
万
円
の
設
計
料
を
請
求
さ
れ
た
。契
約
書
は
な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
も
様
々

　
一
方
的
な
言
い
分
も
あ
る
も
の
の
、説
明
不
足
や
も

め
る
前
に
回
避
す
る
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。﹁
明
日
は
我
が
身
﹂に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

で
き
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

建
築
相
談
室
か
ら 

三
十
四

電
話
相
談
か
ら
～
建
築
士
と
の
ト
ラ
ブ
ル
～

　

文　

橋
本
頼
幸

　

電
話
相
談
で
建
築
士
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
相
談
は
昨
年
一
年
間
で
三
〇
件
あ
り
ま
し
た
。

建
築
士
が
一
方
的
に
悪
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、相
手
が
建
築
の
素
人
で
あ
っ
て
も
プ
ロ
で
あ
っ

て
も
、ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
方
法
は
な
か
っ
た
の
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

宅
地
造
成
許
可
申
請
が
お
わ
ら
な
い

　

建
築
士
に
宅
造
許
可
申
請
を
依
頼
し
た
が
、い
つ

ま
で
も
お
り
ず
、相
談
者
が
市
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、

追
加
提
出
資
料
の
不
備
で
止
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

建
築
士
に﹁
お
か
し
い
の
で
は
？
﹂と
問
い
た
だ
す
も

の
の
納
得
の
で
き
る
回
答
は
な
く
信
頼
関
係
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。契
約
解
除
し
た
い
。す
で
に
契
約
金

額
の
七
五
％
は
支
払
っ
て
い
る
が
完
成
し
て
い
な
い
た

め
、既
払
い
を
取
り
返
し
た
い
。

仲
介
者
を
経
由
し
た
契
約

　

地
下
一
階
地
上
九
階
の
建
物
の
用
途
変
更
手
続

き
を
仲
介
さ
れ
た
知
り
合
い
の
建
築
士
に
依
頼
し

た
。基
本
設
計
と
実
施
設
計
の
契
約
は
、建
築
士
の

仲
介
者
と
し
て
い
る
。相
談
者
が
仲
介
者
と
も
め
た

と
こ
ろ
、確
認
申
請
が
ほ
ぼ
お
り
る
と
い
う
段
階
で
、

相
談
者
の
了
解
な
く
確
認
申
請
を
取
り
下
げ
ら
れ

た
。施
主
に
何
ら
説
明
も
な
く
当
該
建
築
士
の
対
応

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

リ
フ
ォ
ー
ム
の
設
計
業
務
内
容
に
疑
問

　

建
築
士
に
設
計
を
依
頼
し
て
、リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

行
い
、ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。設
計
の
仕
事
内
容
や
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
で
き
ば
え
に
疑
問
が
あ
る
。図
面
や
写
真
、

契
約
書
な
ど
を
持
参
し
て
面
接
相
談
を
案
内
す
る

も
、有
料
で
あ
る
た
め
断
ら
れ
た
。

確
認
申
請
中
の
間
取
り
変
更

　

木
造
三
階
建
て
の
住
宅
の
確
認
申
請
中
に
、一
階

　
　

理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

一
月
十
六
日︵
水
︶
十
六
時
～
十
七
時
半

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
三
名 

監
事
二
名

︵
１
︶
一
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
入
二

〇
、八
八
五
、四
五
六
円
、
支
出
一
七
、五
三
五
、七

一
二
円
、
差
引
三
、三
四
九
、七
四
四
円
で
、
本
年

度
累
計
の
収
支
差
引
一
六
、七
五
九
、二
六
六
円
を

報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
〇
年
度
の
収
支
決
算
見
込
み
は
、
現
在
の

試
算
で
約
四
〇
〇
万
円
の
黒
字
予
測
で
あ
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

会
費
収
入
に
係
わ
る
会
員
数
の
減
少
は
、
予
算
通

り
の
五
〇
名
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

登
録
閲
覧
事
業
は
、
一
級
・
二
級
・
木
造
の
各
合

格
者
計
が
昨
年
比
で
約
一
〇
〇
名
多
く
、
収
支
に

も
反
映
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

研
修
部
門
の
第
二
二
条
研
修
は
、
企
画
数
は
多
い

が
受
講
者
数
減
が
定
員
数
か
ら
大
幅
に
減
少
し
て

お
り
、
予
算
比
約
二
五
％
に
留
ま
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
、
定
期
講
習
は
、
予
算
を
超
え
る
見

込
み
で
す
。

監
理
技
術
者
講
習
は
、
大
林
組
出
張
講
習
で
受
講

者
増
と
な
り
、
予
算
比
一
八
五
％
で
す
。

業
務
委
託
事
業
の
試
験
事
業
、
省
エ
ネ
講
習
、
大

阪
市
高
齢
者
住
宅
改
修
費
給
付
事
業
お
よ
び
助
成

事
業
の
景
観
整
備
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
を
若

干
上
回
る
見
込
み
で
す
。

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
は
、
今
後
年
度
内
の
予

約
六
件
を
含
め
て
予
算
比
約
一
六
〇
％
の
見
込
み

で
す
。

行
政
協
力
で
は
、
枚
方
市
の
罹
災
証
明
二
次
調
査

業
務
、
泉
佐
野
市
の
国
庫
補
助
事
業
及
び
特
定
空

家
業
務
の
事
務
費
二
〇
〇
万
円
強
の
収
入
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
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中之島フェスティバルタワー・ウエスト　日建設計

中之島の歴史・文化・芸術を醸成するランドマークへ
2012年竣工の中之島フェスティバルタワーを第1期とする、200
ｍのツインタワープロジェクトの２期計画。旧ビル（朝日新聞ビル・
大阪朝日ビル）の弧を描く外壁形状を継承し、ベージュ系のタイル
の暖かみある素材の記憶を質感ある大型煉瓦壁で再生するな
ど、ビルの歴史的なアイデンティティを現代に引継ぎながら、二つ
のビルの統一モチーフとして活かし、優美さと素材感を合わせ持
つ、新しいランドマークビルを目指した。そして、中之島という地がビ
ジネスだけでなく文化も育んできた歴史を受け止め、未来に向けて
更に文化が醸成される場所になる事を願い、ウエストはオフィス・
商業に加え、美術館・多目的ホール等の文化施設や、高さ200ｍ
からのパノラマビューを堪能できるラグジュアリーホテルCONRAD
OSAKAを内包。足元の大ピロティ空間やサンクンガーデンなどの
パブリックスペースを四ツ橋筋及び地下街に沿いダイナミックに
配置し、街区間の地上と地下の回遊性を高め、1期計画で完成し
た音楽の殿堂：フェスティバルホールと合わせて、ビジネスと文化
が立体的に融合するまち「フェスティバルシティ」が完成した。
撮影：ナカサアンドパートナーズ（表紙）・東出写真事務所（裏表紙）

第38回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
江副　敏史（えぞえ・さとし）
1980年 京都大学工学部建築学科卒業後、日建設計入社
現　 在 同社フェロー役員デザインフェロー、京都大学・京

都工芸繊維大学非常勤講師

勝山　太郎（かつやま・たろう）
1990年 早稲田大学大学院理工学研究科卒業後、日建

設計入社
現　 在 同社設計部門 理事 グループマネージャー 設計部長

多喜　茂（たき・しげる）
1991年 金沢工業大学大学院修士課程終了後、日建設

計入社
現　 在 同社設計部門 主管

小畑　香（こはた・かおり）
2010年 神戸大学大学院修士課程終了後、日建設計入社
現　 在 同社設計部門

■建物データ
設　　計：㈱日建設計
構造・設備設計協力：㈱竹中工務店
施　　工：㈱竹中工務店
所 在 地：大阪府大阪市北区中

之島3丁目2番4号
主要用途：事務所/ホテル/飲食

店舗/物販店舗/美
術館/集会場 他

竣　　工：2017年3月
構造規模：S造、SRC造、RC造
　　　　　地下4階/地上41階/塔屋2階
敷地面積：8,377.84㎡
建築面積：6,106.48㎡
延床面積：151,146.45㎡
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